
主目的 4 17 1

副目的

款 項 目 大 中

○

無

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

3,630

費用合計

0.10

人件費

従事者数

人件費

従事者数

0.92

費
用

1,835

直接経費

2,1702,170

1.131.13

一部又は全部委託

実施・運営
方法

　生涯学習指導員、生涯学習相談員・臨時職員の配置
　生涯学習情報ガイド「こまなび」の発行（年2回）　平成２２年度前期第８号、平成２２年
度後期第９号。
　ホームページの掲載、出前講座の実施
　職員は、市民講座修了生の育成事務。生涯学習情報誌「こまなび」の編集事務。生涯
学習講師・ボランティアの登録・相談事務。　こまなびフェスティバルの運営補助事務。
　出前講座の運営補助事務。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

  生涯学習情報誌「こまなび」等やホームページによる情報発信をするとともに、電話や
来館などによる問い合わせや相談に対して支援し、生涯学習活動の推進・活性化を促
す。

名称：　　　Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

総合計画
分野別計

画

予算区分 5 1

教育文化

市が直接実施・運営

根拠法令・個別計画

生涯学習

10

名称：

生涯学習相談員設置要綱、生涯学習指導員設置要綱

5 1

会計区分 一般

平成１２年度以前 平成３０年度以降～事業期間

事業番号

生涯学習相談事業

366
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教育委員会事務局

事
　
　
業
　
　
の
　
　
概
　
　
要

受益者負担 内容

事務事業名

0

一般財源

0
財
源

11,938

0

コ
　
　
ス
　
　
ト

11,938

6,001

141.6

8,498

その他財源

1,393

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

0.92

8,498

0

0

担当係

事業類型

「こまなび」を推進する

一般会計

地域住民組織

4,935536 4,935

Ｈ22決算額

4,833

0

6,001

1.00

対前年比

生涯学習課

社会教育係

担当部

担当課

正職員

その他職員

国・県支出金



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

二
次
評
価

判定理由
出前講座の要請数が大きく減少していることから、成果指標の向上に向けて改善が必
要であるため。

B 市が実施(改善が必要)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

  生涯学習に関する講座等への参加者が大幅に減少し、市民の生涯学習活動全体の
停滞を引き起こす。

判定理由

市が実施(現状維持又は充実)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 A

　生涯学習情報誌「こまなび」やホームページによる情報発信を軸に、広く情報提供を進
めるとともに、市民からの生涯学習にかかる相談の対応や市民団体の活動内容を把握
し、アドバイスに努めていく。
　 また、生涯学習の情報発信地として市公民館４階に集約し、生涯学習の情報提供に
努める。

　生涯学習情報誌の発行を全戸配布にし、多くの市民の生涯学習活動への情報提供を
進める必要があるため、市が実施（充実）と判定した。

生涯学習情報ガイド「こまなび」の
発行

出前講座の講座数

事業目的の
達成状況

  生涯学習情報誌「こまなび」等やホームページによる情報発信をするとともに、市民か
らの生涯学習にかかる相談の対応や市民団体の活動内容を把握し、アドバイスに努め
ている。Ｈ２２年度に全戸配布していた情報誌の発行を拠点配布のみにしたが、大幅な
参加者の減、市民からの全戸配布要望が多く寄せられ、市民の生涯学習活動に大きな
影響が出た。
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